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表１ 抽出方法と染色結果
試料名 剪定枝抽出条件染色条件 素材 L* a* b* 試料写真

① リンゴ
酸性
100℃

酸性
綿 91.1 -1.2 11.5
絹 81.5 4.0 18.6
毛 81.6 2.1 19.4

② リンゴ
酸性
100℃

アルカリ
綿 82.8 6.1 14.4
絹 81.2 3.3 19.2
毛 75.7 4.2 21.2

③ リンゴ
アルカリ
100℃

酸性
綿 82.3 5.7 15.6
絹 62.6 14.2 28.5
毛 66.1 12.5 28.7

④ リンゴ
アルカリ
100℃

アルカリ
綿 79.0 8.4 13.0
絹 72.1 9.6 20.7
毛 68.8 9.1 19.6

⑤ リンゴ
アルカリ
70℃

酸性
綿 88.6 2.0 10.8
絹 72.2 8.2 26.1
毛 72.7 7.5 24.7

⑥ リンゴ
アルカリ
70℃

アルカリ
綿 87.9 2.0 10.0
絹 88.1 1.2 8.3
毛 79.9 2.6 17.4

図２ 染色液を抽出して
数日経過毎の染色性の比較

図１ リンゴの剪定枝
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 桃等の剪定枝を使った天然染色は果樹栽

培が盛んな本県の特徴を生かした染色方法

ですが、染色液の抽出や染色の方法によっ

て染まり方が変化するため、安定した染色

が難しいことが課題です。 
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 今年度はリンゴの剪定枝を使い、染色液

の抽出温度(70℃、100℃)や pHの違い(酸

性、アルカリ性)が染色性へ与える影響と、

染色条件（染色液 pH、時間、温度、染色

液濃度）と染色結果の関係を調べ、色濃く

安定して染色する条件を調べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も色濃く染色できた抽出液は、100℃

のアルカリ性水溶液で抽出する方法でし

た。昨年度実施した桃の剪定枝を使った染

色と同様で、pHを酸性にして染色するこ

とで濃色に染色できました(表 1)。 

同ロットの抽出液を用いた場合、抽出後

数日間経過した染色液であっても、4つの

染色条件（染色液 pH、染色時間、染色温

度、染色液濃度）を揃えて染色すること

で、実用的な色差範囲で染色可能であるこ

とが分かりました(図 2)。今後は、機械染

色などで生産量をスケールアップするにあ

たっての課題解決に取り組んでいきます。 
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